
1

福井県

福井県では、精神障害者が、地域で、必要な医療、福祉、介護、住まい、就労等が
包括的に確保できるシステムの構築を目指します。

精神障害者にも対応した地域包括ケア
システムの構築を目指して

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
「自治体状況共有」シート
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福井県

１ 県又は政令市の基礎情報

基本情報（都道府県等情報）

福井県

取組内容

・

・

福井・坂井圏域
市 町 数 ４
人 口 396,109人
身体障害者 17,251人
知的障害者 3,328人
精神障害者 3,684人

丹 南 圏 域
市 町 数 ５
人 口 181,087人
身体障害者 8,720人
知的障害者 1,610人
精神障害者 1,601人

奥 越 圏 域
市 町 数 ２
人 口 53,177人
身体障害者 3,307人
知的障害者 616人
精神障害者 708人
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か所／障害圏域数

か所

回／年2

か所／市町村数

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けた保健・医療・福祉関係者によ

る協議の場の設置状況（R2年4月時点）

（自立支援）協議会の開催頻度（H30年度）

精神領域に関する議論を

行う部会の有無
有・無

有・無

有・無

有・無

（自立支援）協議会の開催頻度

都道府県

障害保健福祉圏域

市町村
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（％：構成割合）
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市町村

退院率（R1年6月時点）

障害保健福祉圏域数（R2年4月時点）

市町村数（R2年4月時点）

人口（R2年4月時点）

精神科病院の数（R2年4月時点）

人

人

1,934 人

精神科病床数（R1年6月時点）

（R1年6月時点）
３か月未満（％：構成割合）

１年以上（％：構成割合）

３か月以上１年未満

17
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764,076

15
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保健所数（R2年4月時点）

相談支援事業所数

（R2年4月時点） 一般相談支援事業所数

うち６５歳未満

うち６５歳以上

合計

特定相談支援事業所数

入院後３か月時点

入院後６か月時点

入院後１年時点

基幹相談支援センター数
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％

人

床

病院

人

嶺 南 圏 域
市 町 数 6
人 口 133,703人
身体障害者 7,341人
知的障害者 1,252人
精神障害者 1,070人
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

福井県

/ち

地域移行・地域定着支援関係者研修
自立支援協議会
・福祉人材確保部会

就労支援
・賃金向上

精神科救急医療体制の整備
・医療相談
・精神科救急情報センター
・時間外の医療体制の整備
・身体合併救急医療の確保

保健所における通報等緊急時の対応
措置入院者等の退院後の支援
精神保健相談
本人・家族支援

保健・予防

障害福祉

医療提供

医療費の助成
住まいの場の確保

生活
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福井県

３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

〇地域移行
・地域移行支援事業（Ｈ１８年度～２３年度）
（１）地域移行支援事業検討会議の設置
（２）地域体制整備コーディネーターの配置
（３）地域移行支援協議会の設置
（４）クリティカルパスの作成

・地域相談支援事業への移行（Ｈ２４年度～）
・自立支援協議会地域移行部会等での検討
・相談支援従事者専門コース別研修（地域移行・地域定着）の開催
・措置入院患者の退院後支援（Ｈ３０年度～）
（１）研修会の開催
（２）退院支援計画の作成

〇医療体制
・精神科救急情報センター設置（Ｈ２２年度～）
・身体合併症救急医療の確保（Ｈ２９年度～）
〇精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築（Ｒ２年度～）
・各健康福祉センター単位で協議の場の開催専
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福井県

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

＜令和元年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標 目標値
（Ｒ元年度当初）

実績値
（Ｒ元年度末）

具体的な成果・効果

①地域移行に関する人材の育成 100名 109名 研修企画のワーキング委員会を3回開催し、
相談員等のレベルアップを図った。

②各健康福祉センター単位での協議の場設置
準備

6センター 6センター 各健康福祉センター単位で、市町や事業所
等と協議の場の設置について話し合いの場
を持ち、設置の目途ができた。

③退院後支援の計画作成 30件 35件 措置入院患者のうち、計画作成の同意が
あった者に対し、病院等と協力して、退院後
の計画を作成し、支援を行った。
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福井県

５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
保健所が中心となり、管内の精神障害者の医療へのつなぎや退院後の支援、治療中断の防止など医療機関や相談支援事業所、訪問

看護等と連携して支援をしている。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

地域平均生活日数が全国平
均値より低い

・精神障害者の退院後支援の実施

・救急医療体制の見直し

行政 ・帰住地の保健所が中心となり、措置入院患者
の退院後の支援計画を作成し、関係機関と計
画に沿った支援を行う。

・早期受診に向けて、救急医療体制の見直しを
行う。

医療

福祉

その他関係機関・住民等

地域移行に取り組む人材の育
成が必要

病院、相談支援事業所等地域移行に関
する人材を育成する。

行政
研修企画のワーキング委員会を開催し、相談

員等の資質向上につながる研修会を企画する。

医療 研修会への参加

福祉

その他関係機関・住民等

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和２年度末）

見込んでいる成果・効果

地域移行に関する人材の育成 100 100

退院後支援の計画作成 30 30
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福井県

６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

R2年4月～

8月

9月、11月

11月

R3年2月

各健康福祉センター単
位での協議の場の開催

救急医療システムに関
する会議の開催

医療審議会精神疾患対
策部会の開催

人材育成

救急医療システムに関
する会議の開催

自立支援協議会等既存の会議を活用して、精神障害にも対
応した地域包括ケアシステムの構築に向けた課題の抽出等を
行う。

下半期の救急医療システムにあり方について
新型コロナウイルス感染症への対応について協議

医療計画の中間見直しについて
地域包括ケアシステムの構築について

地域移行支援者研修

精神科救急医療スシステムの見直し

第１回 アドバイザー・都道府県等担当者合同会議「事前課題」シート
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